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テ
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築
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⑦

◎
市
の
事
業
と
循
環
型
シ
ス
テ
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①
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沢

　
工
場
の
焼
却
灰
溶
融
設
備
と
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発
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に
つ
い
て
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循
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型
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取
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融
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図―1　溶融スラグ有効利用の全体の流れ
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は
じ
め
に

　
こ
れ
ま
で
の
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄

型
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
環
境
に
与
え
る
負
荷
が
大
き

い
社
会
と
な
る
。
資
源
の
問
題
や
環
境
破
壊
、
ご
み

問
題
が
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
す
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
廃
棄
物
の
発
生
を
抑
制
し
、
減
量
化
・
資
源

化
を
推
進
す
る
資
源
循
環
型
社
会
へ
転
換
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
市
で
も
資
源
循
環
型
社
会
へ
向
け
て
色
々
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
が
、
廃
棄
物
を
可
能
な
限

り
減
量
化
・
資
源
化
し
た
と
し
て
も
、
残
る
可
燃
ご

み
は
焼
却
処
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
焼
却
処
理
は
減

容
化
と
安
定
化
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
資
源
循
環

の
観
点
か
ら
焼
却
の
際
に
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
発
電
等
に
利
用

し
、
焼
却
灰
は
溶
融
設
備
の
導
入
な
ど
に
よ
っ
て
再

資
源
化
す
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
平
成
十
三
年
四
月
か
ら
「
二
十
一
世

紀
の
循
環
型
ご
み
処
理
施
設
」
と
し
て
稼
働
し
た
金

沢
工
場
に
お
け
る
焼
却
灰
溶
融
設
備
並
び
に
発
電
設

備
に
よ
る
資
源
有
効
利
用
の
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
。

焼
却
灰
溶
融
ス
ラ
グ
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

①
―
金
沢
工
場
へ
の
焼
却
灰
溶
融
設
備
の
導
入
と
背

　
　
景

　
最
終
処
分
地
の
逼
迫
や
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

が
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、
焼
却
灰
等
の
廃
棄
物
を
減

容
化
・
資
源
化
す
る
た
め
、
焼
却
灰
を
セ
メ
ン
ト
原

料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
や
、
焼
却
灰
を
溶
か
す
溶

融
炉
の
導
入
、
さ
ら
に
は
、
ご
み
の
段
階
か
ら
溶
融

さ
せ
る
ガ
ス
化
溶
融
炉
の
設
置
が
増
加
し
て
い
る
。

特
集
・
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
⑦
市
の
事
業
と
循
環
型
シ
ス
テ
ム

国
に
お
い
て
は
、
平
成
八
年
九
月
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
の
国
庫
補
助
事
業
の
中
で
、
対
象
と
な
る
ご
み

処
理
施
設
の
新
設
時
に
灰
溶
融
・
固
化
設
備
を
付
設

す
る
こ
と
と
し
、
溶
融
固
化
処
理
の
推
進
を
行
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
平
成
十
年
三
月
「
一
般
廃
棄
物
の
溶
融
固

化
物
の
再
利
用
に
関
す
る
指
針
」
を
定
め
て
溶
融
固

化
物
の
再
利
用
先
や
再
利
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事

項
を
指
針
と
し
て
示
し
、
溶
融
固
化
物
の
再
利
用
の

促
進
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
指
針
の
中
で
、
焼
却
灰

の
溶
融
固
化
と
は
、
燃
焼
熱
や
電
気
か
ら
得
ら
れ
た

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
、
焼
却
灰
等
の
廃
棄
物
を
加

熱
し
、
高
温
条
件
下
で
有
機
物
を
燃
焼
、
ガ
ス
化
さ

せ
る
と
と
も
に
、
無
機
物
を
溶
融
し
た
後
に
冷
却
し

て
ガ
ラ
ス
質
の
固
化
物
（
以
下
「
溶
融
固
化
物
」
と

い
う
。
）
と
す
る
技
術
で
あ
り
、
重
金
属
の
溶
出
を

防
止
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
分
解
・
削
減
を
す
る

■
小
山
和
夫
・
山
中
信
幸
・
長
谷
部
孝
広

①
二
十
一
世
紀
の
資
源
循
環
型
ご
み
処
理
施
設

―
金
沢
工
場
の
焼
却
灰
溶
融
設
備
と
ご
み
発
電
に
つ
い
て
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と
と
も
に
廃
棄
物
の
減
容
化
に
資
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
溶
融
固
化
物
（
い
わ
ゆ
る
溶
融
ス
ラ
グ

＊
１
）
は
、
そ
の
品
質
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
路
盤
材

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
骨
材
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
最
終
処
分
場
の
延

命
化
に
一
層
効
果
的
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
平
成
六
年
に
、
平
成
十
三
年
度
稼
働
予

定
の
金
沢
工
場
へ
の
導
入
を
計
画
し
、
処
理
能
力
日

量
六
十
ト
ン
の
焼
却
灰
溶
融
設
備
を
設
置
し
た
。

　
こ
の
設
備
は
、
余
熱
発
電
し
た
電
気
に
よ
る
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
電
気
抵
抗
式
溶
融
炉
の
採
用

と
、
路
盤
材
に
適
し
た
ス
ラ
グ
が
製
造
で
き
る
空
冷

式
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
粒
度
調
整
や
丸
み
付
け

が
で
き
る
成
形
設
備
を
備
え
て
い
る
。

　
平
成
十
三
年
度
の
焼
却
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
全
市
の
計
画
ご
み
量
は
、
約
百
五
十
五
万
ト
ン
で
、

金
沢
工
場
で
は
、
そ
の
う
ち
の
約
三
十
三
万
ト
ン
を

焼
却
処
理
す
る
。
こ
の
焼
却
に
伴
っ
て
発
生
す
る
焼

却
灰
量
は
、
約
六
万
ト
ン
で
、
そ
の
う
ち
の
約
一
万

八
千
ト
ン
を
溶
融
し
て
製
造
さ
れ
る
溶
融
ス
ラ
グ
量

は
、
約
一
万
三
千
五
百
ト
ン
（
約
七
千
七
百
十
四
立

方
メ
ー
ト
ル
）
と
な
り
、
そ
の
全
量
の
有
効
利
用
を

図
る
。

②
―
有
効
利
用
に
関
す
る
共
同
研
究

　
平
成
六
年
か
ら
道
路
局
と
溶
融
ス
ラ
グ
の
利
用
に

関
す
る
共
同
研
究
を
実
施
し
て
き
た
。
主
な
研
究
内

容
と
し
て
は
、
平
成
七
、
八
、
九
年
度
の
三
ヵ
年
に

わ
た
る
、
溶
融
ス
ラ
グ
を
混
合
し
た
路
盤
材
の
試
験

施
工
調
査
や
そ
れ
ぞ
れ
の
三
ヵ
年
に
わ
た
る
追
跡
調

査
と
同
施
工
個
所
を
掘
削
し
て
、
再
び
利
用
す
る

再
々
利
用
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
共
同
研
究
結
果
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

溶
融
ス
ラ
グ
は
道
路
路
盤
材
と
し
て
の
利
用
が
可
能

で
あ
る
と
の
結
論
を
得
て
い
る
。

・
重
金
属
が
溶
出
す
る
危
険
性
は
な
く
、
安
全
で
あ

る
。

・
再
生
路
盤
材
と
し
て
施
工
す
る
こ
と
に
つ
い
て
問

題
が
な
い
。

・
試
験
施
工
の
追
跡
調
査
の
結
果
、
性
状
等
の
変
化

は
見
ら
れ
な
い
。

・
再
々
利
用
が
可
能
で
あ
る
。
（
な
お
、
再
々
利
用

に
つ
い
て
は
追
跡
調
査
を
実
施
す
る
。
）

③
―
利
用
シ
ス
テ
ム

　
溶
融
ス
ラ
グ
の
有
効
利
用
の
流
れ
を
図
―
１
に
示

す
。
金
沢
工
場
で
製
造
さ
れ
た
溶
融
ス
ラ
グ
は
、
ス

ラ
グ
生
産
量
と
（
財
）
横
浜
市
廃
棄
物
資
源
公
社

「
金
沢
舗
装
材
再
利
用
プ
ラ
ン
ト
」
（
以
下
「
金
沢
プ

ラ
ン
ト
」
と
い
う
。
）
の
再
生
路
盤
材
出
荷
予
定
量

か
ら
決
め
ら
れ
た
混
合
率
（
平
成
十
三
年
度
は
七
％
）

に
合
わ
せ
て
、
金
沢
プ
ラ
ン
ト
へ
輸
送
さ
れ
る
。
ま

た
、
年
間
を
通
じ
て
一
定
の
混
合
率
を
維
持
す
る
た

め
、
金
沢
工
場
内
に
も
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
る
。

　
輸
送
さ
れ
た
溶
融
ス
ラ
グ
は
、
一
定
量
が
金
沢
プ

ラ
ン
ト
内
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
な
が
ら
、
再
生
路
盤
材

（
道
路
工
事
施
工
者
か
ら
金
沢
プ
ラ
ン
ト
へ
搬
入
さ

れ
た
旧
路
盤
材
を
再
生
し
た
路
盤
材
）
と
混
合
さ
れ

「
ス
ラ
グ
入
り
再
生
路
盤
材
」
と
し
て
金
沢
プ
ラ
ン

ト
か
ら
出
荷
（
販
売
）
さ
れ
、
再
び
路
盤
材
と
し
て

道
路
工
事
施
工
者
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
。
な
お
、

溶
融
ス
ラ
グ
は
当
面
下
層
路
盤
材
（
Ｃ
材
）
に
混
合

し
て
使
用
す
る
。

④
―
品
質
保
証

　
溶
融
ス
ラ
グ
を
路
盤
材
に
混
合
し
て
有
効
利
用
す

る
た
め
の
品
質
保
証
を
、
表
１
の
試
験
項
目
で
実
施

す
る
。

⑤
―
今
後
の
課
題

　
ご
み
焼
却
施
設
の
新
設
に
は
、
ご
み
焼
却
灰
及
び

飛
灰
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
減
量
化
を
図
る
た
め
の
溶
融

固
化
設
備
の
設
置
が
指
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ

れ
か
ら
全
国
的
に
溶
融
ス
ラ
グ
の
生
産
量
は
一
層
増

加
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
建
設
リ

サ
イ
ク
ル
資
材
と
の
競
合
な
ど
に
よ
り
、
今
後
は
、

さ
ら
に
安
定
的
な
有
効
利
用
先
の
確
保
が
困
難
に
な

る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　
有
効
利
用
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
の
取
組
だ

け
で
は
限
界
が
あ
り
、
七
都
県
市
首
脳
会
議
に
お
い

て
も
国
へ
の
要
望
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
土
木
資
材

等
と
し
て
の
規
格
化
（
日
本
工
業
規
格
）
な
ど
、
体

制
等
の
整
備
が
急
が
れ
る
。

高
効
率
化
に
向
け
た
ご
み
発
電
の
取
り
組
み

①
―
廃
棄
物
発
電
の
背
景

　
廃
棄
物
発
電
は
平
成
六
年
九
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
石
油
代
替
于
不
ル
ギ
ー
の
供
給
目
標
」
を
達
成

す
る
た
め
の
指
針
と
な
る
「
新
工
ネ
ル
ギ
ー
導
入
大

綱
」
で
、
重
点
導
入
を
図
る
新
工
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ

て
い
る
。
焼
却
処
理
施
設
は
社
会
資
本
の
一
環
と
し

て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
廃
棄
物
か
ら
発
生

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
を
考
慮
し
、
工
ネ
ル

ギ
ー
回
収
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

廃
棄
物
発
電
の
メ
リ
ッ
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
焼
却
処
理
さ
れ
た
際
の
焼
却
熱
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
利
用
す
る
の
で
、
新
た
な
化
石
燃
料
の
利
用
を

削
減
し
、
炭
酸
ガ
ス
の
発
生
を
抑
制
で
き
る
。

表―1　品質保証のために行う試験項目と頻度
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・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
は
供
給
の
安
定
性
が
高

い
。

・
設
備
に
直
結
し
た
電
源
で
あ
り
、
送
電
損
失
が
少

な
い
。

・
発
電
と
併
せ
て
余
熱
利
用
設
備
等
へ
熱
を
供
給
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
平
成
九
年
度
末
に
お
け
る
全
国
の
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
約
千
九
百
施
設
の
内
、
発
電
可
能
な
連
続
炉

は
約
四
百
四
十
施
設
で
あ
る
が
、
発
電
を
設
け
て
い

る
の
は
約
１
／
３
の
百
七
十
三
施
設
で
あ
り
、
発
電

容
量
は
七
十
五
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。
「
新
子
不

ル
ギ
ー
導
入
大
綱
」
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
の
廃

棄
物
発
電
目
標
値
を
五
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
し
て
い

る
。

②
―
横
浜
市
の
ご
み
発
電
状
況

　
焼
却
工
場
か
ら
発
生
す
る
蒸
気
は
、
工
場
内
の
機

器
運
転
、
冷
暖
房
、
給
湯
、
併
設
さ
れ
た
余
熱
利
用

施
設
へ
供
給
す
る
他
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
に
よ
る
発
電

に
利
用
し
て
い
る
。
発
電
さ
れ
た
電
力
は
工
場
内
で

使
用
し
た
上
で
余
剰
分
を
（
株
）
東
京
電
力
へ
売
却

す
る
と
供
に
、
他
局
や
市
民
利
用
施
設
へ
供
給
し
て

い
る
。

　
焼
却
工
場
の
能
力
と
発
電
実
績
を
表
―
２
に
示

す
。
全
体
と
し
て
、
発
電
電
力
量
の
四
六
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
を
工
場
所
内
で
使
用
し
、
残
り
を
売
電
や
余

熱
施
設
で
利
用
し
て
い
る
。
今
後
は
、
金
沢
工
場
の

実
績
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
売
電
の
割
合
が
増
加

す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

③
―
金
沢
工
場
の
ご
み
発
電
設
備

　
焼
却
工
場
の
設
計
は
、
焼
却
の
際
に
発
生
す
る
熱

を
効
率
良
く
取
り
出
し
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
。
金
沢
工
場
の
発
電
機
定
格
出
力
は
、
ご
み
焼
却

能
力
が
同
じ
鶴
見
工
場
と
比
較
し
て
、
一
・
六
倍
と

な
り
、
一
般
廃
棄
物
発
電
で
は
国
内
最
大
級
の
三
万

五
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。
ご
み
の
持
つ
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
発
電
に
利
用
で
き
る
割
合
を
発
電
効
率
と
呼

ぶ
。
工
場
の
蒸
気
利
用
状
況
に
よ
り
一
律
に
比
較
は

で
き
な
い
が
、
従
来
の
ご
み
発
電
機
の
発
電
効
率
一

〇
～
一
五
％
に
対
し
て
、
金
沢
工
場
は
二
〇
％
を
達

成
し
て
い
る
。

　
発
電
は
ご
み
焼
却
の
際
に
発
生
す
る
熱
に
よ
り
ボ

イ
ラ
ー
に
て
蒸
気
を
発
生
さ
せ
、
そ
の
蒸
気
を
更
に

過
熱
器
で
過
熱
し
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
駆
動
し
て
発

電
す
る
も
の
で
あ
る
。
効
率
を
高
め
る
た
め
に
は
蒸

気
温
度
を
高
く
す
る
こ
と
が
有
効
と
な
る
。

　
電
力
会
社
の
火
力
発
電
所
は
、
蒸
気
温
度
を
五
百

度
～
六
百
度
に
ま
で
過
熱
し
て
、
発
電
効
率
を
約
四

〇
％
程
度
に
ま
で
高
め
て
い
る
。
ご
み
を
燃
料
と
す

る
発
電
で
は
管
壁
温
度
が
三
百
二
十
度
近
傍
の
温
度

に
な
る
と
ボ
イ
ラ
ー
チ
ュ
ー
ブ
が
高
温
腐
食
す
る
た

め
に
、
蒸
気
の
温
度
を
三
百
度
以
下
に
押
さ
え
る
必

要
が
あ
っ
た
。
高
温
腐
食
と
は
ご
み
焼
却
の
際
に
排

ガ
ス
中
に
含
ま
れ
る
塩
化
水
素
と
管
上
に
堆
積
す
る

塩
化
物
と
硫
酸
塩
か
ら
成
る
焼
却
飛
灰
に
起
因
す
る

高
温
腐
食
で
あ
り
、
溶
融
塩
腐
食
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
高
温
部
の
過
熱

器
管
の
材
質
を
ニ
ッ
ケ
ル
合
金
等
に
置
換
す
る
技
術

が
開
発
さ
れ
、
高
温
の
蒸
気
を
発
生
さ
せ
て
も
腐
食

特
集
・
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
⑦
市
の
事
業
と
循
環
型
シ
ス
テ
ム

が
進
み
に
く
く
な
っ
た
。

　
金
沢
工
場
で
は
蒸
気
温
度
を
四
百
度
、
管
壁
温
度

を
四
百
二
十
度
以
下
と
し
て
設
計
し
て
い
る
。
過
熱

器
管
の
材
質
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
管
壁
温
度
よ

り
高
め
の
四
百
五
十
度
を
前
提
と
し
て
、
耐
用
年
数

の
延
命
を
図
っ
て
い
る
。
又
、
材
料
入
手
の
容
易
性
、

経
済
性
を
考
慮
し
て
代
表
的
耐
熱
鋼
数
種
に
よ
る
四

ヶ
月
間
の
実
炉
試
験
と
、
同
結
果
か
ら
材
料
を
選
択

し
、
更
に
十
二
ヶ
月
間
の
実
炉
試
験
を
実
施
し
て
腐

食
量
を
測
定
し
た
。
試
験
結
果
か
ら
ｓ
ｕ
ｓ
３
１
０

Ｔ
Ｂ
（
２
５
Ｃ
ｒ
-
２
０
Ｎ
ｉ
）
が
十
分
耐
え
る
材
質
で
あ
る

と
の
結
論
に
達
し
た
。

④
―
ご
み
発
電
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
削
減
効
果
試
算

　
ご
み
発
電
は
新
た
な
化
石
燃
料
を
使
わ
な
い
で
発

電
す
る
こ
と
か
ら
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
効
果

が
あ
る
。
表
―
２
の
発
電
電
力
量
実
績
か
ら
削
減
量

を
試
算
す
る
と
十
三
万
三
千
ト
ン
と
な
る
が
、
金
沢

工
場
の
稼
働
に
よ
り
削
減
量
が
増
加
す
る
と
予
想
さ

れ
る
。お

わ
り
に

　
焼
却
工
場
は
、
循
環
型
社
会
形
成
に
向
け
た
取
り

組
み
の
中
で
、
ご
み
を
焼
却
処
理
す
る
だ
け
で
な
く

資
源
と
し
て
循
環
さ
せ
る
た
め
の
工
場
と
し
て
変
貌

し
て
い
る
。
今
後
も
、
資
源
化
技
術
を
積
極
的
に
導

入
し
環
境
負
荷
の
軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Λ
小
山
＝
環
境
事
業
局
工
場
整
備
担
当
課
長
／
山

中
＝
同
担
当
係
長
／
長
谷
部
＝
同
担
当
係
長
Ｖ

表―2　焼却工場の能力と発電実績
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